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私達の生活は、様々な有機分子よって支えられ
ている。しかし、望みの有機分子を天然の原料
から化学合成するのは手間がかかる上、多量の
ゴミの排出が避けられず、環境に大きな負荷をか
けている。この根底には、現代科学の力をもって
しても、欲しいものだけを効率よくつくることが困
難であるという問題が存在する。

過酸化水素を使った触媒的不斉酸化反応
キラルなアミノホスホニウムイオンが水素結合
を介してアニオンを精密に制御できることを活
かして、グリーンな酸化剤である過酸化水素を
使ったエナンチオ選択的な酸化反応を案出
し、様々な構造のキラルオキサジリジンを容易
に合成できるプロセスを開発した。本反応系
では、1/100当量の触媒を用いるのみで約2
ｇの生成物を生産できる。

複雑な分子構造を一挙につくる効率的不
斉合成法
連続不斉四級炭素とよばれる極めて複雑な
構造をもつ分子を、完全な精度で効率的に化
学合成するための革新的な手法を開発した。
本手法を用いることで、優れた機能を発現す
ると期待されながら、これまで合成不可能で
あった様々な分子をつくりだせるようになるた
め、医薬品などの新しい機能性物質開発の
飛躍的な進歩につながる。

価値ある有機分子をつくる過程における無駄を
削減し、地球にやさしい化学合成を実現する。そ
のために、金属を含まず、天然アミノ酸などの身
近な分子から簡単に組み上げることができ、しか
も安定で扱いやすいイオン性の分子触媒に着目
し、その形を工夫することで、必要な分子だけを
効率的につくるための化学反応を開発する。
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開発した分子触媒の固定化技術との組み合
わせにより実用性を高め、複雑な構造を有す
る生理活性化合物群を、短工程で一挙に、
しかも複数の不斉中心の立体化学を高度に

制御して合成するための信頼できる連続反
応システムを確立し、医農薬品や化粧品、香
料などの有効成分を高純度で持続的に供給
する。

キラルなオキサジリジンのグラムスケールでの不斉合成 触媒的環化付加反応による連続不斉四級炭素構築


